
令和７年度 青葉中学校区青少年健全育成推進会総会の様子

「校舎の増改築に向けて」 新札幌わかば小学校 教頭 香川 寛樹

本校では、義務教育学校開校に向けて、いよいよ校舎の増改築工

事が始まります。今年の秋には長年親しまれてきたプールが解体され、

来年度以降の水泳学習は近隣の施設を活用する予定です。加えて、

工事に伴い、学校前のフェンスも取り外され、校舎周辺の様子も大きく

変化していきます。

さらに、来年度のスポーツフェスタ終了後には、工事の下準備とし

て、正面玄関の位置も変更される計画です。毎年冬に活用している学

校のグラウンドのスキー山も、今シーズンが最後の使用となる見込み

です。慣れ親しんだ環境が少しずつ姿を変えていくことに、寂しさを感

じる子どもたちもいるかもしれませんが、すべては未来のための大切な一歩です。

地域の皆様には、引き続き温かなご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

「禁止だけでなく話し合いを」 青葉中学校区青少年健全育成推進会 会長 谷内 政昭

盛夏の候、地域の皆さまにおかれましては、日頃より子どもたちの健やかな育成と安全確保にご尽力いただ

き、心より感謝申し上げます。夏休みを目前に控え、子どもたちが自由に過ごせる時間が増える一方、事故やトラ

ブルのリスクも高まる時期となります。近年特に懸念されるのが、SNSやインターネットを介したトラブルです。

「知らないうちに加害者や被害者になっていた」「投稿が思わぬ形で拡散されてしまった」など、SNS にまつ

わる問題は低年齢化・巧妙化しています。家庭でできる対策として、利用時間や投稿内容のルールを決めるだ

けでなく、「なぜそれが必要なのか」を親子で話し合うことが大切です。また、普段から子どもの話に耳を傾け、

「何かあったら相談していいんだ」と思える関係性を築くことが、トラブル回避に大きくつながります。

夏休みが、安心と学びに満ちた時間になるよう、引き続き地域・家庭・学校が一体となって見守っていきましょ

う。ご協力をよろしくお願致します。

青葉中学校区青少年健全育成推進会だより
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青葉中学校区青少年健全育成推進会事務局



令和７年度青葉中学校区青少年健全育成推進会 総会報告 事務局より

６月 27日（金）に「青葉中学校区青少年健全育成推進会総会」を開催しました。

総会の報告として、昨年度の活動及び決算報告、今年度の事業計画案・予算の案について、事務局長より説明

があり、それぞれ出席者の承認を得ることができました。また、新役員委嘱についても、谷内会長からの提案通り承

認をいただきました。

審議後の情報交流では、多くの方々から、地域と子どもが連携できる体験や地域行事を行う方向で検討する等

のお考えを伺いました。また、推進会の組織としての見直しなど有意義なご意見もいただきました。

本校は、昨年度よりコミュニティ・スクールとして、より一層地域に開かれた学校づくりを進めています。また、令和

１１年度には新札幌わかば小学校と統合し義務教育学校となります。

今後とも、青葉中学校区青少年健全育成推進会の活動へのご理解とご協力をお願いいたします。

「春の札教研」 青葉中学校 教頭 堀 真一

今年度の札教研（札幌市教育研究推進事業）は昨年度同様、春に小学校・中

学校の教職員が各パートナー校において研究集会に参加し、研究協議・実践交

流を行う形で実施しました。6月１０日に青葉中において、本校社会科教諭によ

る授業を小中学校教職員で見学、その後協議・交流を行いました。授業は、２年

生の社会科（地理的分野）の「身近な地域の調査」の学習で、生徒が青葉地区の歴史を踏まえて地域の「今」と

「昔」を比較しながら探求し、小グループで今後の学習課題を作成する内容でした。お互いに意見や疑問を出し合

い、生き生きと目を輝かせ意欲的に授業に参加している姿が印象的でした。協議・交流でも授業のみならず、令和

11年度に開校する義務教育学校の話題も話し合われ、交流が深まりました。本校と新札幌わかば小は従来から小

中一貫の研修を重ねてきましたが、今後は令和 11年度を見据えて更に研修を深化させていきたい。

「大好きな場所に」 共栄小学校 教頭 竹森仁司

私は 15年ほど前、青葉町に住んでいたことがあります。わが子が自転車に乗れるように
なった坂があったり、サイクリングロードを通り北広島まで行く途中にかき氷を食べたり、テニ
スをしたりと、楽しい思い出がいっぱいです。赴任が決まり、小学校周辺を探索した際、それ
らの思い出が一気に甦ってきました。縁に恵まれた、大好きな場所に戻ることができたことを
うれしく思っています。
子どもたちにも、この地域、通っている学校が「大好きな場所」になってほしいと願っています。共栄小では今年度

から、「げんきタイム」として、一年を通して外遊びをしています。「どうやったらみんなで楽しく遊べるか」を考えなが
ら、学年学級や全校で楽しい時間を過ごしています。今後も「げんき、かがやき、笑顔いっぱい」でいられるように関
わっていきます。また、地域でも子どもたちを大切に育てていただいていると感じています。季節の行事を楽しみにし
ているという声が聞かれています。たくさんの方に登下校の様子を見守ってもらっている様子に感謝しております。こ
の地域で育った子どもたちは、大人になって「大好きな場所」と思ってくれるはずです。今後とも地域の皆様の御理
解と御協力をよろしくお願いいたします。


